
 

 

 

 
 

 

 

 

 

駅スタンプアプリ「エキタグ」 

四国エリア 四国鉄道文化館にエキタグデビュー！ 

 

 

 

 

■デジタル駅スタンプ「エキタグ」の対応施設拡大 

（１）設置箇所とスタンプデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

（２）スタンプの取得時間・取得場所 

  デジタルスタンプ設置箇所には NFC タグのサインを掲出いたします。設置スタンプの取得時間、取得 

場所は、アプリ内スタンプ帳の各設置箇所の「i」マークをタップし、ご確認ください。 

 

■「四国鉄道文化館エキタグデビュースタンプラリー」の実施 

（１）実施期間 2024 年 11 月 30 日（土）～2025 年 3 月 31 日（月） 

（２）主催箇所 四国鉄道文化館 

（３）対象箇所 四国鉄道文化館、十河信二記念館、観光交流センターの 3 箇所 

（４）実施概要 対象３箇所、全箇所達成で達成スタンプをプレゼント 

（自動付与） 

 

株式会社ジェイアール東日本企画 

総合企画本部総務局総務・広報部 

〒150-8508 渋谷区恵比寿南 1-5-5 

TEL：03-5447-0974 

FAX：03-5447-7810 

２０２４年１１月２５日 

◎株式会社ジェイアール東日本企画が提供する駅スタンプアプリ「エキタグ」では、2024 年 11 月 30 日（土）

より、四国エリアにある四国鉄道文化館にエキタグがデビューします。 

◎また、エキタグデビューを記念しまして、2025 年 3 月 31 日（月）まで「四国鉄道文化館エキタグデビュ

ースタンプラリー」を開催します。ぜひこの機会に鉄道文化館にお越しください！！ 

四国鉄道文化館スタンプ帳ラベル 

【新規設置箇所：3 箇所】 

四国鉄道文化館、十河信二記念館、観光交流センター 

 

達成スタンプ 



 

また、2024 年 11 月 30 日(土)・12 月 1 日(日)の 2 日間、「伊予西条鉄道フェスタ 2024」が開催されま

す。ぜひこの機会に伊予西条へお越しください。 

「伊予西条鉄道フェスタ 2024」については、こちらをご覧ください 

https://s-trp.lekumo.biz/info/2024/11/11301212024-32ff.html 

 

今後も、多くのお客さまに鉄道でのお出かけを楽しんでいただけるよう、鉄道事業者等との連携により

対応路線の拡大に取り組んでまいります。 

 

※「エキタグ」および「エキタグロゴ」は、株式会社ジェイアール東日本企画の登録商標です。 
※画像はすべてイメージです。 
 
 
■駅スタンプアプリ「エキタグ」 
 公式 HP   ：https://www.ekitag.jp 
 Instagram  ：https://www.instagram.com/ekitag_stamp/ 

X（旧 Twitter）：https://x.com/ekitag_stamp 
   グッズ販売  ：https://amzn.to/3SukhPm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://s-trp.lekumo.biz/info/2024/11/11301212024-32ff.html
https://www.ekitag.jp/
https://www.instagram.com/ekitag_stamp/
https://x.com/ekitag_stamp
https://amzn.to/3SukhPm
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2024年11月25日現在

エキタグ導入状況

15駅

23駅

11駅

1施設

青森県

46駅

28駅

88駅

71駅

169駅

55駅

1施設

24駅

47駅

埼玉県

秋田県

山形県

愛知県

東京都

静岡県

山梨県

三重県

千葉県

97駅

神奈川県

21駅

福島県

31駅

栃木県

【導入数：76事業者／186路線／1,166駅／3施設】

9駅

45駅

11駅

54駅

富山県

長野県

岐阜県

兵庫県

3駅

滋賀県

22駅

京都府

43駅

大阪府

1施設

10駅

宮城県

19駅

44駅岩手県

3駅

広島県

17駅

岡山県

4駅

和歌山県

奈良県

50駅

12駅

福岡県

17駅

北海道

新潟県

12駅

群馬県

茨城県

17駅

愛媛県

9駅

香川県

17駅

福井県

2駅

徳島県

20駅

高知県
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